
高等教育機関と連携したデジタル分野リスキリング推進事業
文科省：地域ニーズに応える産学官連携を通じたリカレント教育プラットフォーム構築支援事業に採択

事業概要

ビルディングブロック、新たなカリキュラムの作成

観光サービス業：
企業成長の機会、課題は  
本分野の事業者数は  

観光者数の復調 拡大に備え、
業務効率化やリスク管理を考
えられる人

・・・

宿泊予約～チェックア
ウトまでの個人情報漏
洩を防止したい

入館時のセキュリティ
を強化したい

3～5の大項目（求める人材像）

3～5の中項目（ニーズ）

・・・

プライバシー
保護

セキュリティマネ
ジメント

セキュア設計・
開発構築

必要となるスキル、知識を
デジタルスキル標準の「スキル項目」で整理

セキュリティ体制
構築・運用

《学ぶべき学習項目》

・プライバシー保護関連の法制度
→A大学 個人情報保護講座(３日間)

・データの取扱いにおける
プライバシー関連リスクと対策
→B大学 データの取扱い講座(２日間)
等

A大学
個人情報保護講座

B大学
データの取扱い講座

内容を確認 対応講座としてセット

企業の人材ニーズ

・・・

企業ニーズはあるが、既存カリキュ
ラムでは対応できないものは、マイ
クロクレデンシャルの考え方に基づ
き新たなカリキュラムを作成

① 産学官金の幅広い主体が情報・取組の連携を行うプラットフォームを構築する。
② 主要産業における企業の人材ニーズの調査（アンケート及び更なるヒアリング）、大学等のカリキュラムの把握を行い、
国が定める「デジタルスキル標準」の概念のもとで対応関係を整理する（「ビルディングブロック」）。

③ HP等を通じて企業に分かりやすく示すとともに、コーディネータがマッチングをサポートする。
④ 企業のニーズに対し既存のカリキュラムで対応できないものは、大学等と連携し新たなカリキュラムを作成する。
その際、欧米で先行する「マイクロクレデンシャル」（短期間で必要な知識・スキルを習得し、履修証明する制度）の考えを参考に、
企業が従業員を派遣しやすい期間や内容のカリキュラムとする。


